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発 言 者 会議要旨・決定事項 

企画財政課 

井上課長 

 

議長 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

教育推進課 

 小川副課長 

 

教育長職務代理者 

 深井 美智子 

 

教育推進課 

 小川副課長 

 

山田委員 

 

 

 

 

教育推進課 

 小川副課長 

 

山田委員 

 

 

 

 

 

 

教育推進課 

１ 開会 

 

 

２ あいさつ 

 

３ 協議事項 

（１）宮代町教育大綱（案）について 

 

 【協議】 

これまでの総合教育会議や定例教育委員会での意見がどのように反映さ

れているのかを担当課より説明願いたい。 

 

宮代町教育大綱（案）並びに宮代町教育振興基本計画について、変更点に

ついて背景や目的などを説明した。 

 

基本目標１の（４）の中にひとり一人の字句があるので、修正を願いたい。 

 

 

 修正する。 

 

 

 何点かあるが、基本目標３の（１）にある「コミュニティスクール」だが、

これは学校形態の名称である。基本計画にある「コミュニティ・スクール」

は学校運営協議会制度とあり、ここではこの制度の活用ということか。 

 もし、そうであれば、字句は統一したほうがよい。 

 

 ご指摘のとおりなので統一する。 

 

  

次に、基本目標１の学力というところ、令和の日本型学校教育が出て以来、

個別最適な学びと協働の学びということで、それ以前の主体的対話的で深い

学びに個別最適な学びが付け加わっていると思う。文言的に「個に応じた指

導」とあるがどのように考えればよいか。例えば、日本型学校教育のコンセ

プトをどの程度取り込むべきかというのは議論がわかれるところだが、どの

ように検討されたのか。 

 

 個別最適な学びについては、ここでは１人１台情報端末ということで書い
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 加藤副課長 

 

山田委員 

 

 

 

 

 

 

教育推進課 

 加藤副課長 

 

教育推進課 

 田中課長 

 

 

山田委員 

 

 

教育推進課 

 田中課長 

 

山田委員 

 

 

 

 

教育推進課 

 小川副課長 

 

山田委員 

 

 

教育推進課 

 加藤副課長 

 

 

 

 

ているが、もう少し検討したい。 

 

 個別最適な学び自体が学校現場でも何をやるのかというのが論争的な状

況だと思う。行政文書の中で、どのように取り込んでいくのかは大変重要で

ある。 

 次に、主体的対話的で深い学びの実現を通して子供たちの非認知能力を高

めるとあるが、このような言い方はどこかで使われているのか。また、ここ

でいう非認知能力とはどういうものをイメージしているのか。 

 

 少し確認させてほしい。 

 

 

 非認知能力が出てくるのは現状と課題のところ。自己肯定感等の非認知能

力に課題が残るという、宮代町の学力テストの結果を踏まえての問題意識で

ある。 

 

 主体的、個の学びという学習形態で非認知能力が高まるという事実はある

のか。また、自己肯定感は非認知能力に含まれるのか。 

 

 学力以外のものは非認知能力である。 

 

 

 学力との関連で非認知能力が語られる時には、忍耐強さや目標をもって忍

耐強く取り組むことが学力と深い関係があると言われている。しかし、主体

的対話的で深い学びを通してそれを高めるとなるとどうなのか。また、自己

肯定感等の非認知能力という表現が適切か。 

 

 県の計画では、主体的対話的で深い学びの後に、思考力、判断力、表現力

を高めるといった表現がある。 

 

 主体的、個の学びという学習形態で非認知能力が高められるということを

私は聞いたことがない。 

 

 埼玉県学力学習状況調査のデータから主体的対話的で深い学びを実現し

ている学級は、非認知能力が高まり結果的に学力向上に繋がるという調査結

果があり、そこからこのような表現としたもの。 

 県の調査では非認知能力、自己効力感も、非認知能力の一つとして学力と

の関係があると述べられている。わかりづらい部分は修正する。 
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山田委員 

 

教育推進課 

 小川副課長 

 

山田委員 

 

 

 

教育推進課 

 飯山副課長 

 

 

 

山田委員 

 

教育推進課 

 飯山副課長 

 

島村教育長 

 

 

議長 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 自己効力感も非認知能力に含まれるのか。 

 

 文言や表現については、国や県の調査や計画などと整合がとれるように調

整する。 

 

 私の先の疑問についても、確認をお願いしたい。 

 基本目標４の（２）のネットワークメディアという表現があるが、どのよ

うなものか。 

 

 国県ではメディアという表現、町では範囲を限定しネットワークメディア

としている。具体的な取り組みでは、青少年育成としてネット被害防止など

に重点を置いていこうとこのような表現としている。適切な表現かは再度確

認する。 

 

 ネットワーク上のメディアということか。 

 

そうだ。 

 

 

 ネットワーク上の有害情報という表現でもよい。表現については検討す

る。 

 

 他にあるか。なければ、宮代町教育大綱（案）は、今までのご意見や協議

いただいたことが十分に反映されていると考えている。案として確定してよ

いか。 

  

 よい。 

 

４ その他 

（なし） 

 

５ 閉会 

 


